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山
脇山間日印青年交流計問実行委員会訪印視察団長として 3 月 14 日渡

却した前場貞三氏(南原在住@国鉄職員 e 日育協常任理事@

31) は 1 か月にわたるインドの旅をおえて無事帰国しました。

い
ま
、
こ
の
女
単
を
書
い
て
い
る
の
は
、
四
月
三

十
日
で
す
。
け
さ
の
新
聞
の
折
込
み
に
、
第
六
回
平

塚
市
労
働
祭
の
ち
ら
し
を
発
面
目
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
ナ
し
、
と
の
広
報
が
出
る
じ
ぷ
ん
に
は
、
む
ろ
ん

と
の
労
働
祭
も
す
ん
で
い
る
こ
と
で
す
か
ら
、
今
ざ

ら
書
く
と
と
も
な
い
わ
け
で
す
。
た
だ
、
わ
た
し
と
し
て
は
、
あ
す
五
月
}
釘
の

好
天
気
を
祈
る
の
み
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
広
報
紙
の
出
る
演
に
は
、
わ
た
し
は
ま
だ
出
張
渇
脅
か

ら
、
帰
っ
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
の
ち
の
報
告
は
報
告
と
し
て
、
ち
ょ

い
と
予
告
を
寄
せ
て
い
た
だ
嘗
ま
す
が
、
そ
れ
は
第
六
回
の
全
国
広
報
採
究
会

が
、
五
月
七
日
か
ら
、
問
題
の
高
松
市
で
間
開
催
さ
れ
る
と
と
に
注
り
、
わ
た
し

は
、
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

広
報
紙
だ
け
が
、
市
政
の
周
知
徹
底
の
た
め
の
蝶
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ

ど
、
ど
と
の
自
治
体
で
も
、
も
っ
と
も
力
と
ぷ
を
い
れ
て
い
る
の
は
、
広
報
紙
な

の
で
す
。
わ
が
平
域
市
で
は
、

ζ
と
に
力
を
い
れ
て
お
り
ま
ナ
。
こ
れ
は
、
わ
た

し
が
、
交
畿
ば
た
け
出
身
の
市
長
で
あ
る
こ
と
を
お
考
え
ね
が
え
ば
、
ぎ
も
あ
む

な
ん
と
う
升
子
い
て
い
た
だ
け
る
か
と
用
品
わ
れ
ま
す
が
、
過
去
に
お
い
て
、
県
の

予
選
を
パ
ス
し
、
全
国
的
危
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
入
選
し
て
、
表
彰
も
受
け
て
お
り

ま
ナ
。
総
務
課
広
報
係
に
は
、
同
盟
努
な
、
セ
ン
ス
の
新
ら
し
い
若
い
職
員
が
そ
ろ

っ
て
お
担
、
広
報
め
使
命
平
、
重
要
さ
は
充
分
に
把
濯
し
て
、
研
究
も
照
ら
ず
、

総
心
周
到
主
鹿
慮
を
つ
づ
け
、
市
民
の
た
め
に
、
市
民
に
よ
ろ
こ
ば
れ
、
親
し
ま

れ
る
広
報
低
に
し
た
い
と
、
努
力
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
市
患
に
配
布
さ
れ
て
も
、
読
ん
で
も
ら
え
な
く
て
は
何
に

も
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
税
を
む
だ
づ
か
い
す
る
こ
と
に
な
む
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
も
、
こ
れ
は
自
分
た
ち
の
税
で
自
分
た
ち
の
公
障
が
、
市
政
の
報
告
を
ナ

る
た
め
の
、
機
関
紙
だ
と
い
う
認
識
の
ゐ
と
に
、
そ
ま
つ
に
あ
っ
か
わ
本
い
よ
う

に
し
て
い
た
だ
君
た
い
と
患
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
親
し
み
ゃ
ナ
く
、
読
み
や
ナ
く
、
市
内
容
も
ゆ
た
か
な
、
窃
{
悶
い
紙

面
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
は
じ
阜
、
係
り
の
も
の
は
、
北
口
労
を
し
て
い
ま
す
よ
。
そ
の
苦
労
が
、

紙
面
に
ど
う
う
か
が
え
る
か
。
自
に
見
え
な
い
苦
労
で
、
し
か
し
、
公
健
と
し
て

の
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
だ
い
り
な
、
そ
し
て
も
っ
と
も
効
果
の

あ
る
仕
事
が
、
と
の
広
報
総
で
す
か
ら
、
自
治
戸
付
政
の
活
溌
友
、
国

M滑
な
運
営
よ

か
ら
も
、
ゆ
る
が
せ
に
は
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

広
報
ひ
ら
つ
か
は
市
閉
店
み
友
さ
ん
の
も
の
で
す
。

一
戸
川

と
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商
工
設
の
説
明
に
よ
る
と
、
「
昨
年
四
一
も
ち
、
現
に
営
業
し
て
い
る
こ
と
。

千
五
百
万
円
を
も
っ
て
一
口
一
一
一
十
万
円
一
一
一
一
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
と
と
。

以
内
の
融
資
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
一
一
一
一
②
貸
出
額
・
総
領
六
千
万
円
、
限
度
届

百
一
一
一
十
五
件
、
金
額
に
し
て
七
千
二
世
田
一
一
人
一
口
五
十
万
円
以
内
。

七
十
九
万
一
干
円
に
の
ぼ
る
利
用
が
あ
一
③
鐙
出
梅
雨

e

六
カ
月
以
内
ハ
利
息
臼
ご
閉
山
行
怠
い
ま
せ
ん

e

っ
た
。
し
た
が
っ
て
主
襲
撃
を
…i
i
u
u
u
り
リ
リ
判
川

1
J
引

六
千
万
円
に
増
額
し
て
も
、
書
簡
で
一
信
零
時
滞
語
科
櫨

一

a
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時8
す
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b
事

十
分
消
化J
Cれ
る
と
見
返
ま
れ
る
。
」
と
…
，
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j
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l
-
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，

い
う
こ
と
で
ナ
。
ζ
の
事
業
資
金
は
、
…
今
年
震
か
ら
ニ
分
の
一

市
内
中
小
企
業
を
金
融
一
回
か
ら
援
助
一
別
損
の
小
口
事
業
資
金
の
貸
し
出
し
と
払
っ
た
保
証
料
の
二
分
の
つ

し
、
主
震
と
経
営
の
合
理
化
を
す
一
は
裂
、
市
は
今
年
度
言
、
市
の
事
一
③
交
付
を
受
け
る
手
続
吉
二
」
の

ナ
め
る
と
い
う
島
で
貸
し
出
す
も
の
妄
資
金
ま
た
は
裏
返
の
小
口
無
担
一
塁
け
た
い
人
は
、
保
証
警

で
、
ふ
だ
ん
信
用
金
庫
と
取
り
引
曹
の
一
保
融
資
資
金
を
利
用
す
る
中
小
企
業
者
一
ー
ー
ー

没
い
方
で
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
一
に
対
し
て
、
あ
ら
た
に
福
岡

m保
証
-
棋
の
一
刊
誌

j
髄
護
謀
略
唱
す

次
の
蓄
を
と
参
考
の
う
え
、
語
ど
一
〕
部
を
補
助
し
て
い
く
こ
と
を
ま
ム
高
守
愈
藍
ヲ

持
翠
の
方
は
安
定
平
塚
信
用
金
庫
本
一
予
算
壱
計
上
し
ま
し
た
。
補
助
事
は
保
一
司

'
e

緬
十

e

支
店
の
窓
口
へ
と
相
談
く
だ
さ
い
。
一
部
教
の
二
分
の
つ
く
わ
し
い
こ
と
は
一
昭
一
一
一

重
資
金
貸
付
喜
一
商
工
課
へ
と
相
談
く
だ
さ
い
。
一
市
審
委
員
会
は
、
昭
和
一
一
一
十
七
年
度
一
対
し
、
辞
令
と
第
一

言
用
者
の
資
格
・
一
、
資
本
金
一
千
一
①
震
対
象

w

平
塚
市
中
小
企
業
者
金
一
教
育
委
員
会
季
語
芸
名
の
辞
令
一
ま
し
た
。

万
円
以
下
の
商
工
業
者
で
、
常
用
従
一
億
対
策
資
金
ま
た
は
神
奈
川
熊
中
小
一
変
付
式
を
、
四
月
一
一
十
五
百
午
後
四
時
了
」
の
教
育
委
員
企

業
績
が
商
業
で
は
一
一
一
十
人
、
工
業
に
一
企
業
小
口
無
担
保
融
資
資
金
を
借
り
一
か
ら
な
湯
中
学
校
講
撃
に
挙
行
、
各
中
一
市
立
中
学
校
卒
業
生
の
う
ち
、

あ
っ
て
は
一
一
一
混
入
を
こ
え
泣
い
者
。
一
た
者
。
一
学
校
長
や
従
兄
の
見
好
る
設
か
で
、
高
一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
柑

Y
Z

一
一
、
市
市
L
一
一
年
以
上
事
業
所
等
を
一

m
w補
助
串
・
神
奈
川
県
保
託
協
会
に
支
一
校
進
学
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
る
奨
学
生
に
一
本
理
由
か
ら
高
校
進
学
が
恩
師

査
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で
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b
一
間
箆
健
康
保
険
課
は
二
」
と
数
年
蓄
す
度
ナ
傾
向
が
一
種
般
書
官
軍
を
ま
わ
し
ず

官
官
保
保
険
給
付
空
襲
税
額
の
う
つ
釘
卒
し
て
受
診
警
績
と
、
事
務
事
の
節
約
を
は
九

j

一
む
か
わ
り
を
発
表
、
む
襲
給
付
費
制
抑
制
加
し
た
、
②
一
昭
和
た
こ
と
友
ど
の
ほ
か
、
保
険
制

一
の
支
出
産
々
増
加
し
て
い
る
、
②
こ
捌
閣
総
)
一
一
士
一
年
度
か
ら
成
綴
が
よ
か
っ
た
事
強
調

7

れ
を
支
え
る
保
険
税
に
つ
い
て
は
男
知
お
喜
を
給
付
の
対
ナ
。
現
在
、
市
の
震
健
康
国

一
震
を
お
さ
え
て
芝
、
③
一
芸
品
曙

4

象
と
し
た
の
を
は
一
方
喜
一
千
六
事
(
市
向

一
入
者
本
位
の
襲
警
を
続
け
て
い
く
時
一
い
じ
め
、
常
期
限
第
四

0
・
八
%
だ
沼
豆

一
た
め
に
は
保
品
目
税
の
納
税
に
い
っ
そ
う

8
3

の
て
っ
ぽ
い
や
、
六
人
の
人
が
加
入
し
て
お
り
、

一
の
協
力
を
い
た
だ
者
ば
な
ら
本
い
」
描
抵
撃
の
襲
、
た
ち
に
対
す
る
保
険
給
付
宗

一
と
訴
え
て
い
ま
ナ
。
童
精
神
病
の
七
震
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
七
主

一
と
の
国
民
健
康
保
抽
出
謀
り
発
表
に
よ
る
付
し
な
ど
、
市
が
国
二
万
余
円
に
の
ぼ
り
、
隠
保
弔

一
と
、
沼
和
三
十
二
年
度
当
時
は
受
診
車
の
八
四
島

一
二
四
五e六
バ
1

セ
ン
ト
、
保
険
給
付

一
一
関
一
世
帯
当
た
り
平
均
間
千
二
百
七
十

回
一
七
回
、
保
険
税
一
役
帯
当
担
平
均
一
一
一
千

閉
山
一
五
筏
一
一
十
円
だ
っ
た
も
の
が
抱
和
一
一
一

月
一
十
七
年
度
で
は
、
蓄
率
二
八

0
7

5

一
セ
ン
ト
保
険
給
付
費
七
千
四
百
八
十
一
一
一

年
一
円
、
保
険
税
四
千
百
九
十
二
円
を
予
算

抑
制
一
佑
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
怠
っ
た
と
い

和
一
う
こ
と
で
ナ
。

澄
M
一
と
の
拍
車
を
宛
て
み
ま
す
と
、
こ
と
五

i
i
a

年
隠
に
、
受
診
唱
は
一
ニ
同
一
・
四
バ
l

セ
ン
ト
泊
、
役
稽

か (2) 第 126 号(第 3 積郵便物認可〉てコらひ

市
は
、
市
内
中
小
企
幾
に
対
し
て
、
今
年
度
も
小
口
事
業
資
金
を
貸
し
出
す
こ
と
を
絞
め
、
五
月
一

尽
平
塚
傍
用
金
践
に
六
千
万
円
を
預
託
し
ま
し
た
。
と
の
事
業
資
金
属
資
の
制
度
は
、
昭
和
一
一
一
十
一
一
一

年
度
か
ら
契
踊
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
好
誌
を
博
し
、
今
年
度
第
七
部
聞
を
数
え
ま
す
。
と
く
に
今

年
度
は
、
①
貸
付
総
額
を
昨
年
の
四
千
五
面
白
万
回
か
ら
)
挙
に
六
千
万
円
に
増
額
し
た
ほ
か
⑦
貸
付

限
度
額
を
昨
年
の
一
一
一
十
万
円
か
ら
瓦
十
万
円
に
引
宮
上
げ
る
な
ど
、
内
容
の
売
突
を
は
か
つ
て
、
む

期
待
に
こ
た
え
ま
し
た
。

〉

'
a
箆
民
健
康
保
険

、
正
〈
受
診
二
八

O
%

き
く

激
に
ふ
え
て
い
ま
ナ
。
一
方
こ
れ
一
一
一
十
七
年
度
予
算
で
は
一
一
一
千
二
百
九
保
の
給
付
内
容
を
鉱
大
し
て
曹
た
た
険
税
額
は
、
四
千
三
百
五
十
九

に
見
合
う
加
入
者
の
負
担
分
つ
ま

B

十
一
一
同
ハ
五
カ
年
間
に
四
時
強
の
出
掛
め
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
、
③
物
価
円
ハ
国
保
予
算
総
額
の
四
七
二
一
一
一
%
)

係
倹
税
は
、
一
世
帯
当
た

D

平
均
六
部
〉
と
大
宮
く
ひ
ら
吉
ま
し
た
。
の
よ
昇
に
と
も
な
っ
て
医
療
費
の
計
算
を
予
定
、
保
続
税
に
大
宮
な
よ

M

百
七
十
二
円
の
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
と
の
よ
う
に
、
受
診
車
と
保
倹
日
間
付
費
接
準
が
初
吉
上
げ
ら
れ
保
険
給
付
授
が
ろ
を
求
め
て
い
ま
す
。
間
以
民
健
町

ま
ナ
。
こ
の
結
果
、
一
世
滞
当
た
む
が
年
々
潜
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
嘗
た
か
さ
ん
だ
、
放
ど
の
諮
点
を
あ
げ
て
い
が
、
よ
り
加
入
者
に
ど
満
足
い

ι

の
平
均
保
険
給
付
鐙
と
保
険
税
額
と
原
因
に
つ
い
て

7

国
民
健
康
保
険
擦
は
ま
ず
。
一
方
保
険
税
額
の
潜
加
を
伝
く
る
連
営
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、

の
差
は
、
昭
和
一
一
十
二
年
度
当
時
七
①
加
入
者
の
鍵
箆
と
衛
生
に
対
ナ
る
意
お
さ
え
て
こ
れ
た
一
原
凶
に
つ
い
て
は
、

マ
融
資
対
象
者
・
県
内
に
工
場
や
事
業
場
を
も

つ
資
本
金
(
ま
た
は
出
資
総
額
)
一
千
万
円

以
下
の
会
社
か
、
常
用
従
業
員
一
一
一
百
人
以
下

の
会
社
ま
た
は
個
人
で
、
作
付
金
の
返
済
確

実
な
者
。
対
象
設
儀
は
昭
和
三
十
七
年
以
時

に
着
工
来
年
二
月
ま
で
に
設
鐙
完
了
の
も
の

V
融
資
制
限
度
・
県
が
認
め
る
設
蜜
世
の
二
分
の

一
以
内
で
、
農
高
三
宮
万
円
ま
で
。
師
利
息
⑤
県
の
企
業
診
断
受
診
の
有
無
(
受
散
時
期

マ
貸
付
刻
筒e
す
え
お
宮
甑
閣
を
ふ
く
め
て
五
割
門
比
口
事
項
を
記
載
の
こ
と
)
。
⑤
一
前
年
度
ま

年
以
内
(
汚
水
処
埋
設
備
は
七
年
以
内
〉
一
で
の
事
業
税
の
納
税
証
明
語
、
⑦
設
備
見
積

年
間
ナ
え
お
き
、
半
年
獄
均
等
分
割
で
返
塾
、
原
備
計
算
蓄
、
仕
様
醤
、
カ
タ
ロ
グ
、

済
。
配
出
血
川
出
、
③
巌
西
淀
滋
機
関
か
ら
の
案
内
両
国

マ
申
誘
方
法
・
第
二
回
は
五
月
一
一
一
十
一
門
出
ま
で
マ
こ
の
近
代
化
資
金
は
、
神
奈
川
県
が
、
県
内

第
二
箇
は
ム
パ
月
一
門
聞
か
ら
六
月
一
一
一
十
臼
ま
で
中
小
企
業
の
生
瑳
設
織
を
評
叫
代
佑
、
合
理
化

し
て
、
そ
の
振
興
を
は
か
る
た
め
に
貼
融
資
す

十
、
申
誇
欝
令
、
市
役
所
属
工
課
か
中
地
方
る
も
の
で
す
。
鵠
利
息
長
期
返
済
と
い
う
絡

事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
ざ
い
。

部
出
の
条
件
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
手
続
吉

マ
申
請
書
の
様
式
・
申
誘
撃
の
用
紙
は
前
記
怒
に
つ
い
て
は
、
商
工
課
か
中
地
方
事
務
所
で

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
ナ
。
申
請
設
に
は
、
ご
案
内
し
て
い
ま
ず
。

設
備
投
密
計
画
書
、
議
帯
保
証
承
問
書
(
二

人
以
上
)
の
ほ
か
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

①
忌
一
人
の
場
合
は
定
バ
と
輩
記
簿
時
十
品
、
偶

人
の
場
合
は
市
長
の
発
行
ナ
る
身
分
証
明
器

と
事
業
出
、
②
事
業
経
座
番
、
③
最
近
一
カ



第 126号

三
田
丹
市
議

会
定
例
会

振
興

も
新
設

約
一
ん
と
と
し
第
一
慰
留
の
市
議
会
定
例
会
ハ
一
一
一
方
士
一
日
よ
ニ
十
一
回

U
は
、
沼
和
一
一
一
十
七
年
度
一
般
特
別
六
会
『

綿
一
一
意
書
初
予
算
を
は
じ
串
、
条
例
の
喜
一
一
一
件
、
条
例
空
襲
警
一
件
、
護
霊
警
の
富
一

俊
一
品
に
つ
い
て
十
四
件
な
ど
五
+
銭
築
を
審
麟
可
決
し
ま
し
た

8

ま
た
、
と
の
議
会
で
戸
川
川
市
長
は
、
任
期
最
百
世
}

麟
亡
の
年
度
の
施
政
方
針
を
あ
ま
か
に
し
ま
し
た
。
警
暴
普
通
?
一

帥
一m
w昭
和
三
十
七
草
度
施
政
方
針
・

F

C

一
広
報
紙
前
月
号
に
金
交
を
嗣
関
紙
。

一
②
一
平
塚
市
由
民
セ
ン
タ
ー
管
護
条
例

設
U
a
七
月
間
開
憾
に
鱒

M
W

も
の
、
金
支
二
十
条
。
一

で
報
告
、

予
算
ハ
一
般
・
特
別
式
会
計
分
〉

e

総
額
一
一
一
十
二
億
二
千
八
百
万
余
向
。



昨
日
わ
月
刊
誌
時
間
一
号
て
い
日
ナ
。
×
×
一
町
民
主
ぺ
軒
高
一
特
別
徴
収
指
一
守
主
持
山
内
何
日
一

b
u
uれあ
っ
て
、
納
税
通
知
一
時
忍
⑥
き
れ
議

Z

一

〉
一
和
一
一
一
十
七
年
度
雲
市
民
税
は
、
み
な
一
税
務
課
で
は
、
昭
和
一
一
一
十
七
年
度
喜
一
勤
労
学
生
で
あ
る
と
き
ま
た
は
義
一
定
今
月
中
に
一
な
支
持
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
書
が
き
か
竜
い
人
は
、
勤
務
先
の
一
，

e
t
i

曹
月
例
ス
テ
レ

与
さ
ん
の
串
宇
品
簿
類
か
ら
所
事
一
税
の
計
算
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
説
明
親
族
に
陣
著
が
あ
る
と
章
一
千
一
一
勤
務
先
を
通
じ
て
「
納
税
通
知
書
乙
給
与
宮
、
市
役
所
税
務
諜
へ
潤
い
ご
コ
ン
ー
ー
ト
…
オ
コ
ン
サ

lト

一
事
館
警
澄
お
い
た
金
績
を
義
一
し
て
い
ま
ナ
。
一
向
。
一
給
量
雲
市
民
税
と
量
産
、
一
を
お
送
り
し
ま
ナ
。
一
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
一
・

2
智

g
Z
2
2

一
軍
と
し
て
、
税
額
を
計
算
す
る
こ
と
←
〔
義
喜
市
民
税
と
童
話
、
一
ニ
ヰ
喜
事
業
専
従
者
一
人
に
つ
い
て
一
君
主
ら
給
与
が
ヌ
給
さ
れ
る
健
一
軍
納
税
通
知
書
に
は
、
一
年
間
の
開
額
一

j
i
-
-
j
l
i
l
i
e
s
-
f
l
i

一
喜
一
一
階
ホ

i
ル
喜
多
ラ

セ
苦
ま
し
た
ハ
撃
の
と
お
り
三
に
露
出
い
た
だ
い
た
申
告
書
に
よ
っ
一
四
百
八
十
円
。
軍
白
色
事
業
専
従

E
H
T
か
ら
差
し
引
く
か
た
ち
で
納
め
て
二
、
本
年
六
月
か
ら
霊
の
コ
喜
一

1

一
1
ム
ス
作
曲
ハ
ン
ガ
リ
ー
軒
曲
集

号
一
こ
の
た
義
務
課
で
は
、
一
一
一
月
二
吉
一
て
計
算
じ
ま
ナ
。
お
っ
と
め
の
人
に
つ
一
審
一
人
に
つ
い
て
二
百
四
十
円
。
一
い
た
だ
く
こ
と
に
在
っ
て
い
ま
す
。

i
で
、
十
回
に
分
け
て
総
め
る
よ
う
計
一
九
/
不
思
…
富
喜
一
(
ア
リ
ツ
ツ
・
ラ
イ
ナ
ー
指
揮
ウ
イ
一

s

一
を
震
と
し
て
市
民
税
申
告
書
の
提
出
一
い
て
は
、
勤
務
ま
ら
重
さ
れ
た
位
曹
量
産
管
受
け
る
配
偶
者
が
ふ
れ
を
特
別
徴
収
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
一
算
し
た
金
引
が
、
年
税
額
と
と
も
に
一
一
均
一

i
・e
・
-
-
品
ハ
高
一
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
)
②
ド
ポ
一

段
一
を
求
め
ま
し
た

J

」
れ
に
対
し
約
三
塁
益
事
に
よ
っ
て
算
出
し
と
る
と
き
一
一
高
十
向
。
曹
十
五
才
一
昭
和
一
一
一
十
七
草
市
重
苦
特
別
一
の
っ
て
い
ま
す
。
通
知
書
が
と
ど
嘗
辺
諸
官
与
童
書
房
新
社
〉
ル
ジ
ヤ
ツ
ク
作
曲
交
響
曲
第
五
票
一

第
一
八
千
警
」
え
る
申
血
謹
話
さ
れ
ま
一
ナ
。
善
意
あ
ら
ま
し
は
次
の

L
以
上
の
扶
養
護
一
人
に
つ
い
て
一
一
一
徴
収
は
来
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
霊
一
ま
さ
、
ま
君
主
よ
一
円
紘
一
町
立
時
百
一
短
調
議
世
界
よ
り
」
(
ブ
ル

i

ノ
一

一
一
一
一
一
一
世
指
磁
四
一

1

・
ワ
ル
タ
1

指
揮
コ
ロ
ン
ピ
ヤ
交
一

一
台
た
。
税
務
課
で
は
、
昭
和
一
一
一
土
ぷ
布
告
一
百
四
十
円
。
曹
前
年
の
市
所
得
が
五
万
一
金
額
を
翌
年
の
一
一
一
月
ま
で
十
回
に
わ
一
く
お
調
丈
一
E
さ
;
一
品
震
で
元
感
情
一
間
行
〈
安
向
車
一
一

一
度
市
民
税
の
襲
蓄
を
六
月
吉
に
一
①
季
、
収
入
金
額
か
ら
必
要
喜
一
円
を
こ
え
る
覇
者
が
あ
り
扶
義
一
け
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
足
り
一
軍
特
設
弘
主
患
が
と
一
撞
一
結
晶
波
持
主
諸
ヲ
わ
り
刀
法

相
一
発
行
す
る
と
し
て
お
り
、
い
ま
、
申
告
一
撃
の
警
は
撃
所
得
意
一
族
が
す
べ
て
十
五
~
主
で
あ
る
と
一
ま
す
。
一
ど
い
た
事
務
所
主
所
で
は
長
一
富
一
色
マ
科
学
マ
ジ
ッ
ク
一
ア
ノ
パ

Iン
ス
テ
イ
ン
、
一
一
ユ

1
ヨ
一

腕
立
曹
に
も
と
づ
い
て
税
額
の
計
算
を
ナ
ナ
一
や
事
業
専
従
者
控
除
を
引
幸
、
さ
ら
一
昔
そ
の
う
ち
一
人
に
取
り
二
百
四
十
一
こ
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
税
務
課
で
は
一
動
や
盆
麗
が
あ
る
と
曹
は
、
す
ぐ
、
一

e
(ス
エ
ジ
i
ケ
ニ
ス
・
白
一
1
ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
)
。
一

便
町
長
餐
控
除
、
差
益
、
生
命
保
一
円
。
ま
式
配
当
金
に
つ
い
て
了
一
夜
の
と
お
り
説
明
し
て
い
ま
ナ
。
一
市
へ
厚
出
て
く
だ
さ
い
。
章
一
霊
平
保
守
党
政
治
の
周
辺
(
古
一

l
i
l
i
-
-
1
1
i

一

重
険
社
会
保
険
控
除
な
ど
の
所
得
喜
一
六
%
、
マ
証
券
投
書
託
の
配
当
#
一
軍
事
務
的
に
は
、
今
月
中
に
、
各
喜
一
徴
収
を
し
な
い
事
務
所
・
事
業
所
へ
…
番
手
み
す
ず
書
房
〉
マ
響
機
一
下
水
路
用
漢
劃
一

刊
を
引
章
子
。
こ
う
し
て
発
っ
た
金
一
に
つ
い
て

0
・
八
%
。
一
一
世
や
事
業
所
に
対
し
て
「
特
別
徴
収
一
は
、
指
定
し
な
い
む
ね
の
通
知
事
)
一
の
本
ハ
木
村
秀
一
四
・
薮
朗
幹

O
マ
ゎ
一
を
無
料
交
付
一

額
が
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す

O
L
-
-
;
{
l
i
l
i
-
-

一
が
人
物
子

Z

震
一
一
白
鳳
一
伝
染
病
の
発
事
警
む
か
え
て
、
衛
一

れ
を
課
税
所
得
意
究
で
い
ま
一

2
4

吊
3
建
設

i
3
3
3
p
t

一
社
〉
マ
世
界
の
量
管
豊
富
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
ダ
ス
タ
ー
謹

一
色
れ

V
事
ゆ
農
民
ゴ
ヰ
司
氏
自
ザ
ペ
ア
3
J
X
随
時
諸
問
一
編
〉
マ
室
長
主
主
幹
雄
・
一
の
障
害
褒
に
よ
っ
て
、v

一

す
そ
こ
の
療
を
別
表
に
あ
て
は
め
一
軒
下
討
結
童
十
藷
盟
事
長
式
譲

A
N
韓
関
リ
量
一
語
一
森
北
出
巴
。
一
市
街
地
の
季
語
に
対
し
て
、
薬
剤
一

て
税
額
を
計
算
し
ま
す
。
一

z
a
-
-
J

・

4
4
j
j
:

一
一
の
散
布
を
行
な
ろ
計
磁
を
た
て
て
い
ま
一

②
以
上
の
震
で
出
た
蓄
を
二
巾
民
一
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
化
こ
鋳
え
発
展
的
こ
一
陣
題
点
世
帯
月
例
暁
雲

-
A

一
五
、
こ
れ
と
関
空
、
白
書
に
、
一

-
i
i

一
目
的
臼
午
後

6

時
間
分
か
一
下
水
路
の
消
護
霊
行
な
う
人
た
ち
に
対
一

税
の
所
得
襲
と
い
い
ま
ナ
、
身
体
言
、
昭
和
三
十
七
草
昔
、
広
報
一
蓄
を
す
ナ
め
て
い
ま
ナ
が
二
」
れ
に
日
委
員
会
の
活
動
が
、
現
場
で
競
合
す
る
一
ら
図
書
館
々
堅
実
決
行
)
一
し
て
、
薬
剤
の
無
料
提
供
警
な
う
こ
一

様
審
著
書
と
し
よ
り
の
方
、
主
一
事
務
の
効
果
震
と
、
市
民
の
市
政
に
一
主
本
い
、
市
街
地
の
一
言
、
襲
、
一
の
を
き
る
の
白
書
、
広
報
委
員
一
上
映
①
ニ
ュ
ー
ス
白
色
需
の
王
室
、
原
署
鱗
入
し
ま
し
た
。
一

は
、
配
当
控
除
の
あ
る
方
な
ど
に
つ
す
る
声
を
霊
的
に
と
ら
え
る
た
め
一
花
水
、
富
士
号
沼
広
報
委
員
会
か
発
言
動
官
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
へ
一
夢
ハ

m
e
③
一
地
下
蓄
の
開
発
一
時
計
鑓
間
続
民
謡

い
て
は
、
所
得
書
か
ら
さ
ら
に
、
一
「
広
報
モ
一
万
点
墜
を
旗
手
る
一
塁
解
散
を
す
る
こ
と
に
な
り
宅
一
書

Z
ζ

と
が
効
震
で
あ
る
と
判
一
ハ
智
)
③
町
を
か
つ
い
で
妻
子
一
室
、
ぜ
ひ
聖
書
境
衛
生
係
に
一

一
定
の
控
除
額
を
引
い
て
課
税
ナ
る
一
方
針
を
と
り
、
一
部
の
地
域
を
対
象
に
一
た
。
こ
れ
は
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
と
広

j

報
一
断
さ
れ
た
た
め
で
す
。
一(
m
d分
)
、
⑤
一
小
さ
な
町
の
小
ぎ
な
物
一
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

1
t
i
l
l
j
i
b
l
i
l
i
-
-
i
l
j
E
i
f
-
-

臨
む
出

F
E
R
i
l
l
5
h
t
j
f
j
h
d
h

一

③
霊
童
、
課
税
同
得
議
長

F
W〆
総

1話
機
撃
選
欝
襲
L
喜
一
二
麟
欝
謬
つ
プ
ヌ
一
Jい
え
草
壁
人
名
鑑
、
ー
雲
市
公
立
一

軍
を
か
け
て
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
ふ
三

Y
撃
議
議
議
議
欝
議
鍾
議
議
麓
認
欝
必
シ
議
饗
盤
整
器
三
三
三
J
E

学
校
、
拍
車
集
室
、
山
広
い
一

っ
て
い
ま
す
塁
審
得
意
議
議

J
1

機
議
議
議
離
麟
麗
韓
三
ぺ
箆
昨
仕
事
議
さ
れ
た
。
あ
る
人
一

議
議
録
義
重
襲
撃
墾
襲
撃
襲
撃
轟
襲
撃
機
\
…
量

3
3

は
、
桜
持
氏
を
一
評
し
て
「
平

行
告
別
即
日
一
持
議
畿
欝
議
議
畿
譲
議
議
議
饗
鍾
議
議
饗
私

J
一
な
碑
塚
の
教
育
と

Z
Z

襲
撃

:
1
J

一
子
時
議
議
警
襲
撃
議
一
'
一
一
ず
る
い
え
哲
人
」
と
い
5
0
教

十
方
向
を
こ
え
る
と
昔
、
税
率
四
%
一

7

議
襲
撃
量
一

J

長
撃
川
一
重
要
襲
撃
媛
欝
弓

7

一
三

ハ
霊
控
除
額
一
一
一
万
円
三
吉
ま
鱗
鮫
鞠
欝
繰

/
F
F機
議
機
織
叡
繍
議
滋
機
盤
機
繍
欝
欝
鶴
鱗
響
鶏
二
会

J
i

戸
え
え
ず
も
事
い
。
と
ん
ど
画
事

議
譲
欝
務
:
江
藤
購
麟
麟

t一
一
斉
…
一
品
!
?
句
碑
童
話
ぃ
f

L
十
に
つ
い
て
は
、
算
出
さ
れ
た
露
欝
議
議
襲
撃
じ
炉
監
麟
響
額
麟
欝
盤
整
ぷ
き
あ
く
町
一
角
に
た
て
ら
れ
た
の
氏

税
額
か
ら
次
長
を
引
い
て
号
議
議
饗
欝
襲
警
護
緩
駐
輪
鱗
鑓
鞠
麟
麟
麟
離
麟
一
三
一

J
F
3

動
が
、
前
撞
通
じ
て
=
一
室

ぐ
し
襲
撃
襲
撃
襲
警
襲
警
轟
麟
膿
踏
襲
欝
灘
鱒
醗
鵬
舗
鵠
蹟
雛
踊
翻
額
融
川
二
茎
今
〆
司
法
川
閥
、
平
豪
雪
平
主
化

議
輪
欝
機
鱗
議
鞠
藤
麟
麟
鶴
麟
離
麟
麟
麟
麟
鱒
麟
麟
麟
麟
麟
麟
麟
へ

Jさ
一
川
一
一
一
早
川
ゎ
の
振
興
に
つ
く
さ
れ
た
努
力

総
務
幾
務
緩
緩
畿
緩
務
懇
畿
務
鍍
援
協
綴
態
態
総
額
蹟
溺
綴
磁
翻
観
滋
均
緩
瀦
繊
滋
鰯
綴
磁
嬰
緩
叱
一
を
み
域r
E

聾
龍
庁
止
を
制
調
え
る
市
民
の
心
の
あ
ら

機
織
鱒
鰭
繍
韓
議
議
離
鱗
麟
輯
額
鱒
輔
離
麟
麟
麟
麟
麟
麟
麟
麟
騒
動
馴
壬
盤
醐
団
員
わ
れ
と
い
え
よ
う
。
ぉ
住
れ

議
ダ
ア
鱒
欄
方
議
離
麓
欝
麟
麟
纏
纏
鱒
欝
襲
撃
鱒
鱒
鱗
鶴
麟
覇
鱒
離
鱒
楚
)
ィ
\
併
し
井

t

は
藤
浪
市
大
輯
二
九
二
、
こ

融
機
関
問
機
軸
離
て
ん

γ…
ト
議
桜
引
い
り
七
時
毒
装

;
 

警
護
観
鱗
瀦
鎗
綴
襲
撃
襲
撃
機
警
護
畿
綴
鑓
線
灘
磁
灘
媛
盤
機
事
守
護
♂
ふ
い
ハ

;
(
F

潔
努
門
写
真
上
出
器
埠
府
除
幕
式
を

鞠
綴
懇
親
織
機
縁
綴
警
轍
議
離
襲
撃
鶴
鱗
麟
鶴
麟
轍
騨
錦
織
臨
機
務
総
輯
雛
醐
欝
雛
輯
輔
(
ミ
ヘ
機
三
量
級
審
事
長
イ

議
議
韓
議
韓
議
覇
盤
覇
麓
川
…
口
三
仁
川

J
J
a
L
J
J

回
転
終
っ
て
左
か
ら
桜
井
氏
夫

襲
撃
欝
饗
麟
鑓
纏
麟
麟
麟
欝
離

γ
M九
二
\
た
匙
響
人
、
雲
氏
再
川
市
長
。

四
月
二
十
一
日
午
後
、
主
主
一
線
を
た
た
え
る
人
た
ち
か
ら
ら
と
そ
の
到
織
を
残
し
た
人
。
そ
室
、
一
れ
た
と
い
う
。
昭
和
六
年
四
月
語
、
一

i
r
-
-
υユ現
出
副
￡

佼
佼
岡
山
前
、
一
丞
の
松
の
木
か
げ
一
た
七
十
万
円
の
時
付
金
を
財
源
に
た
一
県
教
育
会
の
仕
事
に
従
事
し
て
お
ら
れ
一
氏
多
年
の
宿
践
で
あ
わ
夢
の
実
一
涜
と
ま
一
美
化
運
動
ー
民
連
動
と
し
て
四
月

に
、
詳
言
語
護
霊
式
一
て
た
も
の
で
す
、
霊
式
に
費
し
一
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
二
月
当
時
の
よ
で
い
わ
れ
た
餌
蓄
等
小
学
校
(
現
在
一

ι
￡
彰
聾
を
進
め
て
い
ま

一
た
碓
井
氏
戸
」
夫
罪
を
は
じ
め
、
病
原
一
沢
市
長
の
招
き
に
応
じ
、
店
教
官

1
1
2善
小
の
一
己
が
設
立
さ
れ
、
一
一
年
一
一

が
行
な
わ
れ
、
後
井
氏
の
と
親
卒
、
一
戦
災
復
興
の
た
喜
び
平
市
に
豆
腐
ル
独
自
の
経
警
告
し
て
蓄
さ
一
九
若
草
案
下
各
地
で
実
際
に

曹
の
方
々
を
は
じ
め
教
え
で
教
一
一
一
言
十
名
の
人
ナ
パ
て
の
帽
に
一
り
学
務
謀
長
、
教
育
票
所
長
、
喜
一
れ
た
。
戦
後
蓄
に
も
ど
り
、
平
明
教
行
な
う
神
奈
川
県
奨
佑
推
進
議
員
を
平

荷
主
樋
警
な
ど
一
一
一
首
五
十
名
一
患
い
出
と
感
激
を
あ
ら
た
に
ナ
る
よ
一
館
長
な
ど
を
警
さ
れ
た
。
一
宵
護
士
の
な
か
か
ら
立
ち
主
お
ら
せ
一
塚
市
か
ら
一
一
百
十
黍
せ
ん
ず
る
こ

が
参
列
し
ま
し
た
。
一
ろ
こ
び
が
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。
一
小
学
襲
警
繁
を
ふ
る
わ
れ
た
当
一
塁
車
に
つ
く
さ
れ
た
の
塁
、
喜
一
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
門
桜
#
氏
の
整
制
問
盤
〕
大
正
九
年
一
一
一
月
か
一
時
は
、
天
下
に
平
岡
小
学
校
の
ち
を
ま
一
の
耕
平
を
す
で
、
平
一
帯
市
の
市
史
編
さ
一
市
内
め
地
域
、

仲
間
を
羽
生
心
感
謝
す
る
会
ハ
代
一
ら
昭
和
八
年
九
月
に
わ
た
る
十
一
一
一
カ
年
一
し
い
ま
ま
に
し
て
、
一
自
の
明
石
惣
乱
一
ん
と
察
部
財
保
証
活
動
に
窓
念
、
己
の
一
か
ら
耕

表
戸
川
市
長
)
が
、
桜
#
民
の
一
を
平
均
昨
の
小
学
校
教
育
に
さ
さ
げ
、
数
一
胃
、
東
の
平
気
小
数
膏
と
ま
で
う
た
わ
一
四
回
、
平
揮
市
戦
没
事
、
名
然
、
平
崎
市
傷
-
す
。

1弘、つらひ報rJ;. 
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37年度の納税令書 5 月初誌に発行

のみな
、

η
j
/

T

「
岱

ふ
み

Aみんなの広場(ラジオ・

ニッポン放送毎遡日開華日朝

日時20分から〉第 1 週・私

\J韮の濯案箱、第 2 i監・夢声

の提案箱、第 3i盟メイコの

提繁華麗第 4 週・森繁の提案

結晶ホ→ムドラマ fあのま

ち・このまち J (テレビN

TV  (4)毎過日纏続 8 時
折分選挙蟹理事霊長会 l

レピ時
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、 Eif-ー離せ

イコひ
で一

あ
ろ
う
か
。

報
一
る
露
は
投
繋
が
行
な
わ
れ
る

広昭和 37 年 5 月間日(5) 

後
鎧
抗
出
館
佼
館
校
舘
佼
抽
出
館
授
館
錦
校
。
来
月
日
た
火
然
か
発
後
に
ど

学
箆
館
学
民
学
民
館
学
震
学
会
民
学
会
民
学
ナ
月
刊
の
し
、
白
日
て

o
午
と
ら
舟
恥
船
〉
齢

蜘
間
四
一
一
酌
一
取
一
服
一
一
一
釦
…
訟
控
訴
制
一
訟
は
種
一
立
は
…
…
明
日
一
れ
一
一
一
叫
ん
寸
一
日
紅
一
向
ヂ

ω一
醜
一
間
一
同
一
聞

大
金
旭
土
城
大
金
旭
土
誠
大
、
中
士
、
中
土
内
接
許
ん
そ
。
っ
せ
麓
応
配
援
会
ま
入
吉
土
城
、
市

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
場
、
富
場
、
富
索
の
~
ゃ
と
と
す
り
肌
釦
心
会
、

D

際
、
自
民
郡
山
市

館
所
校
校
校
館
所
絞
佼
校
館
)
道
所
館
館
〉
道
所
館
館
ど
〉
つ
月
ち
臼
こ
こ
たoバ
が
各
で
あ
中
柏
崎
金
臨
早
大
(

民
張
学
学
学
民
護
学
学
学
民
自
一
回
健
民
民
自
武
健
民
民
で
に

'
7
9
赤
当
い
、
し
と
い
る
は
ま
て
(
(
〈
(
(
冨

~
公
出
小
小
小
公
出
小
小
小
公
隠
台
保
公
公
邸
台
保
公
公
号
ん
そ
年
た

a

放
し
か
こ
し
あ
商
時
め
。
館
館
館
校
佼
湯

村
崎
沢
田
田
村
)
問
問
沢
呂
田
村

1

附
塚
原
賀
2

的
荻
原
賀
次
ト
つ
お
れ
意
せ
に
わ
る
ほ
が
時

3
き
い
民
民
民
学
学
武

場
回
〉
隠
寄
金
豊
田
何
回
同
省
金
豊
国
務
問
見
平
松
須
第
見
平
松
須
は
や
ま
和
生
注
さ
潔
か
せ
て
と
・
~
が
さ
公
公
公
小
小
台

い

e

回
・
・
・
・
・
回

-
e

・

e
-

地
-
e
-
a

地
・
・
・
・
自
ち
;
隠
に
の
を
清
で
日
~
っ
こ
程
分
域
だ
)
原
自
国
野
約

す
百
四
日
目
白
日
日

3

日
目
白
日
目
街
日
日
目
白
街
沼
呂
田
臼
図
時
亦
・
で
後
浴
は
光
明
批
や
る

B
m山
地
く
月
中
旭
金
阻
軍
大
見

第
日
日
間
H
U
路
市
山
ぬ
お
幻
市
お
お
幻
お

3
5

象
ま
積
入
分
自
動
で
す
問
時
当
意
6

・
・

e
a

間
同
月
第
月
(
同
月
月
月
月
第
対
日
援
は
部
や
口
え
熱
巡

1

該
注
(
臼
包
日
目
白
口
以

〈

6
a
p
p

・8
8
6
g
g
g
F
6
8
2
8
6
6
z
'

※

A
A
A
4
5
6
7
8
自

つ
も市
明
午
〉
内
場
地
白

川
刊
誌
で
地
広
間
〉
前
平
山

は
ら
ま
回
裏
館
宅
内
内
で
店
葉
横
湯

川
か
時
宅
店
会
伎
前
場
鼠
ま
子
や
脂
広

J，
時

3

社
炭
水
浜
活
資
前
配
副
部
時
菓
み
髪
手

←

ω

授
後
衛
薪
前
花
ケ
子
検
荘
雲
館3
内
内
内
川
績
つ
理
横

山f

前
学
午
江
田
店
拘
紅
葉
車
栄
東
会
ら
園
出
国
境
内
府
局
た
本
館
り

万
午
小
(
ム
添
送
富
南
丸
動
松
宿
年
か
公
社
社
境
民
霞
丘
松
同
国
民
切

…h
(

見
場
ゴ
町
議
公
館
浜
自
席
新
青
時
保
持
禅
寺
ケ
郵
ケ
町
公
公
踏

詫
・
土
輪
浜
浜
部
水
害
ケ
松
諸
国
塚
入

1

久
窃
臼
安
部
水
域
風
衣
間
出
馬

ト
富
競
横
桃
高
花
岡
国
虹
扇
蜘
平
馬
後
大
大
審
妙
黒
沼
竜
町
山
羽
松
須

窓
・

-
-
-
-
e

・
・
・
・
・
午
・

出
日
四
店
呂
田
臼
臼
回
目
白
日
包
〈
目
白
日
日
日
日
目
白
門
口
日
日

医
〕

M

日
凶
叩
M
m
幻
忽
お
お
幻
錦
町
J
H
昨
日
時
間
印
刷
叫
幻
忽
お
叫
州
市

4
m
m
d

刑
一
で
月
月

A
ま
6

・8
g
p
g
g
p
g
g
w
m
p
n
d
ι
8
2
2
g

，

p
g
F
8
2

衛生課では、伝染病発生シーズン

をむかえて、市街地の会下水路に薬

剤散布を行なう言十震をたて、雨時
に、計翻的に下水路に対ナる薬剤の

共同散布を行なわれる地区iこ対して
ことしも、使用薬剤の無償提供を行

と

郡
山
岬

ふ
夕
、

三
日
!中

市
舗

で
吋
…
…

嘩
人
比

九
の
持

ー
ぶ

3

J
1ん
満

グ
ぜ

レ

ÆI[後まえに

腸チフスの予防

品対象・前 3 オ~60才までの入会員
主主く。ことしはじめて
3 問、毎年受けてきて

いる人は追加免疫として 1 凶援鍾
ム除く人・熱のある入、心臓病、じ
ん臓病、結核、糖尿病、かっけ、

むんば体質などの症状のある
妊婦さ

-注割当日とその翌
日は、激動、入浴、飲酒などをざ

けることが必婆です。
A注射料金 1 人につき 1 悶10円。

A巡回白寝・時間は各会場とも午後

1 時30分以 3 時まで近くの会場へ

(第 1 回目〉

5 月 288 ・隠階出張所、金田公民館
p 29日@吉沢小学校、1l!1公民館
H 30日・金回小学校、土屋小学校
11 ~l ド才.

人J

干中

党又
7J、

)11 

;果

筆
者
紹
介

え交

森山

口
一
夫

比
呂
志

ト
一
一
一
階
。
バ
ラ
ツ
グ
態
て
の
か
つ
て
の

M
今
月
は
、
川
町
ケ
丘
に
新
鍔
な
っ
た
科
奈
川
県
平
塚
総
業
部
糟
所
を
訪
山

「
補
導
所
」
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
。

山
問
、
永
井
所
長
の
日
間
一
助
を
受

U
て
、
訓
問
所
の
近
況
を
見
学
し
ま
し
吋

目
的
と
称
ナ
る
「
延
い
て
は
国
家
経
演

一
た
。
な
お
今
回
か

b

漫
画
家
読
ん
呂
志
の
話
相
を
得
る
こ
と
が
で
き
山

の
発
問
山
に
一
一
目
献
し
て
載
く
」
技
能
者
議

…
、
白
書
研
究
出
附
長
の
ペ
ン
と
と
も
に
ご
喜
い
た
だ
け
る
こ
と
川

成
に
は
絶
好
な
地
だ
。

内
に
な
り
ま
し
た
。
川

習
再
弔1同
校
と
中
学
出
身φ男
子
に
投

藤
色
の
「
神
奈
川
間LI
M
晦f
h業
訓
梢
忠
れ
た
昭
和
二
十
二
年
の
秋
、
罰
法
唱
'
大
築
制
不
襲
、
間
罰
百
持
、
教
材
岱
ハ
与
で
一
年

一
内
一
の
表
紙
に
は
こ
う
毅
い
て
あ
一
ム
、
木
工
を
義
一
日
一
取
に
し
て
、
同
国
と
県
隠
み
っ
ち
り
剖
訓
練
し
て
「
機
械
に
驚
ろ

「
神
奈
川
県
平
塚
市
絞
ケ
丘
一

O

と
が
設
立
し
た
「
平
川
崎
職
業
補
導
所
」
か
な
い
人
間
」
を
作
る
の
だ
そ
う
だ
。

矯
話
、
平
塚
九
一
七
、
東
海
道
線

i
l

一

(
表
口
)
、

;。 31?52 長
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た
査
須
と
空
件
。
々
と
-
々
で
の
治
を
幕
内
て
の
た
残

L

林
代
ら

つ
誘
く
こ
・
条
う
佼
こ
は
佐
郎
続
明
茸
の
一
本
れ
歳
ま
病
問
静
松
近
酌

あ
質
湧

5

氾
の
ろ
は
て
畏
土
太
病
が
に
涯
の
ら
加
。
で
に
し
の
秘

が
水
に
い
白
島
だ
牛
つ
院
学
亀
の
た
騒
生
院
え
と
る
こ
集
貌
撃
が

感
が
醤
と
に
た
ら
憎
聞
が
鰐
堅
金
こ
い
潟
の
間
関
据
る
い
こ
会
変
雲
間
臨
い

き
ろ
蜜
た
も
の
か
山
た
当
は
符
終
て
の
歳
の
が
よ
て
が
部
に
呑
年
し

如
こ
が
み
と
病
た
高
し
。
勤
は
始
け
援
犯
と
碑
に
し
子
裁
俸
が
総
懐

の
と
水
を
と
治
い
秋
に
た
常
設
は
受
平
ら
ま
ぶ
書
養
安
白
調
。
思
。
に
は

開
設
。
の
定
量
ど
で
の
め
け
で
周
牛
を
臼
が
い
偲
著
擦
入
荷
る
も
た
げ
と

隠
る
震
決
水
な
っ
年
奨
受
療
薬
樗
薬
似
念
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を
の
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岸
っ
か
こ

の
あ
良
終
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静
の
お
の
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診
で
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投
月
け
た
牛
高
田
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郎
と
て
海
な
の
る

京
で
果
巌
る
閑
と
治
土
療
鶴
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と
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む
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掛
持
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弁
こ
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塚
く
い
い

東
ら
結
に
あ
-
と
明
簿
診
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森
つ
療
年
た
開
聞
に
る
官
舎
島
た
の
平
少
装
て
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か
の
賀
で
気
が
木
の
週
木
あ
治
お
か
を
前
い
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有
し
く
も
釣
れ

月
半
機
関
が
平
前
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い
佼
雲
東
れ
伝
じ
で
年
浴
讃
営

ん
仏
妥
線
の
の
容
の
「
、
、
て
土
杏
。
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定
仔
水
ら
を

町
四
道
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帯
別
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と
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事
え
樽
台
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じ
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か
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る
兵
松
見
学
河
れ
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れ
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る
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て
て
別

龍
凶
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業
業
岸
ぼ
却
よ
銀
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底
設
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に
ら
博
す
は
つ
れ
に
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向
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海
ら
治
に
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家
で
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京
設
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設
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よ
ら
こ

滋
抑
制
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と
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本
鳥
袋
ナ
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衡
の
考
る
建
大
に
け
に
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ン
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に
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館
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治
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て
塚
と
よ
を
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腐
っ
て
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ヨ
く
中
た
い
震
旅
名
明
よ
し
平
の
に
れ
う
本
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う

年
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の
め
と
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、
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は
に
と
が
も
ろ
と
い
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競
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一
つ
梓
じ
記
津
世
田
ど
堂
一
吉
続
本
の
こ
に
と
践
折
が

治
テ
変
松
は
星
野
政
危
翼
政
分
資
初
と
磯
た
総
と
商

明
ス
が
怠
ち
繁
木
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の
の
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大
つ
底
地
紳

塚
綱
相
静
た
塚
荘
々
松
る
々
裳
京
た
え
ゆ
あ
寧
遜
蕗

〈第 3 種郵便物認可〉 第 126 号 (6) 

署長皇官民 353τ 重留品ょ開 Z 塁
手持Pg護持信号天時議
が空 会会長所免 震 59 主実塁手 E 五
号足 竿号室お妥? 主主?正義言。ぷ芸

品持。き521 自 2 く喜菱重苦
号室 5V5需語義孝さ嚢

g署長望号室予暴言i言語 3 主12
事干署管言語たきii: 長期主主界
主義寄島ま究会 主2 全 員担 2Zf 違芸美

j ii謝野手〉雪ifE2
2 壁 δ 莞 主塁 手鷺 襲ぎ毒

-̂. 

登
校
し
な

い
五
年
生

母
が
旅
館

秋の

議

電量

今
か
ら
五
十
部
ほ
ど
ま
え
、
ア
メ
リ
カ

の
あ
る
ち
い
ざ
な
防
の
教
会
で
、
若
い

婦
人
が
、
亡
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
を
し

の
ん
で
一
束
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
さ

さ
げ
ま
し
た
。

こ
の
美
し
い
行
な
い
が
人
々
の
感
動
を

呼
び
、
五
月
第
一
一
白
藤
吉
を
「
世
界
母

の
佳
い
と
ナ
る
吉
ま
り
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
世
界
各
箆
も
次
第
に
こ

れ
に
な
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
の
い
る
人
は
扱
い
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
、
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た

人
は
、
出
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
吻

L

つ
け
て
、
持
母
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
諸
問
品
目

や
、
愛
情
に
感
謝
す
る
の
が
な
ら
わ
し

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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